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領 一 か ら寺 本 英 へ

寺 本 英 様 1987.4.2D

御無沙汰いた しましたが潜変 f)あ りませんか｡ London 生活 も5週 間にな

りますが .格別困ることも不自由をこともなく ,至嶺快適vcすごしてお ります

から御安心下 さいo私 は長期間q)外国生埠は始めてをのでやはり多少気がかり

でしたが ,来 てみれば何 のことはな くathome 夜気縛 で暮 しています.何 よ

り有難いのは北大か ら電話のかかる心配がないことで ,全時間 をフルに勉強 と

趣味 とQC活用 しエソLyヨイ!ズ お りますo

私のいるNationalPhysicalLaboratory - こゝでは皆NPL とよ

んでいます - はBushyPark と称 するそれに接続するHamptonCourt

Parkを含_めると5キロ平方ほどもあ る大 きを公園の一角 を占めていて ,ひる

休みqCは散歩vC出 ることも出来 ,中々いい場所 VCあります｡ Division の教

は25鹿あ り.磯 貝も 5 ,8百人いる大 きな研究所 ですが ,大部分は船舶 とか

土木 とか照明などとい う実用蔀門で ,多少物理かかったのは量子金属尊 く日 ,

分子科学 とそれに私のいる数学部門位 のようです｡ しか しこれ らのdivision-

でもengineering的 な研究に重点 がおかれ ていて ,純理論的 な仕事をしてい

るのは数学 細門の理論物理の b'ranchだけだそ うです｡教学部門のもう 1つの

branchは応周数学ですが ,これはもっぱ ら電子計算機 や Linearprogram-

mi ngをやっていて ･tea timevCは南brチnchの連中が集 まってワイワイや

っていますが (このワイワイは私にはほとんどききとれをいので本当をこワイワ

イです) '仕事の上ではあまり協力威儀は琴いよ うですO

この理論物理 branchの大将 がDr･Dean で ,その専門 は周知 のよラQC格

子力学 ですが ,その下vC氷 の格子力学をやつ豆 ,V､るDr･Shawyef.とい う人

と ,ガラスの格子力学をや っているDr･8eHとY.I_う人がおり ,この 5人 とそ-I-,-

れに目下の所私 を加えて4人が格子力学グルー1.亘㌫ ぅ恥 そ の他 に一寸畠も

がいのグJi,-プ としてMr.Borlandと Dr.tooper の2人が金属電子論

をや っていて ,現在 はもっぱ らflartree-Fock式の計算 をやっている由です

-195-



(このMr.Borland は 2,5年前までは disordered system の仕事を

していたその方でも有名 なBorland氏 ですが ,今は全 くはなれ ている由｡)

このようQC理論物憩のセクVヨソは少人数である上 ,政府直属 (lWinistry

ofTechnology)の研究所 のためもあって ,とかくすぐ役qc立つ ことをやれ

とい う圧力が強 く .Oean先生孤軍菅閲 している観があり ,･しよっ中 admi-

nistrativework が多いことと ,基礎的 を研究をする時 間がたり攻いとこ

は していますo そんなわけ もあって日下氷やガ ラス (といってもdisordered

systemとしての立場か らですが)の研究に力をそそいでいるらしく ,私 VCも

威力 してほしいらしいのですが ,昨年の経験がありますので うか うかとは乗ら_

ず ,目下の,jjf自分のぺ -スを守っていますn Dr.Dean 自身はやはりもっと

盛雄的そことがや りたい'ようで ,日下 impurity frequency及び impurity

bandQC対する高低 両振動数胡からの strictbOund の仕事 (加藤敏夫氏の

理論 にもとザ いたも叫 に巌 も熱心ですO彼 も太のGreen 函数ざらいで ,令

季 もとに来 ている私の本 の較正刷を見せた ら , Green 函数法を批判 した箇所

を一生凝命にさが して ,手 をたたV､てよろこんでいました｡私の批判 はdis-

ordered lattice qC対 してGreen 函数が無力であるところVCあるのです

那 ,彼はそれでもまだあきた りをいらしく ,impurity levelVC対 して も,

系 が一寸複雑VC在る＼とGreen 函数の方法 は実用には在らないということを

strìct bound の論文 で示すのだ といってはり切っています｡

このような次靖で , NPLではゼ ミナ ーJt,をどはあまりなく ,もっぱ ら各自

が自分の研究に打ちこんでいる ,という雰囲気ですが ,私 のように noise に

弱いものにとってはこれはむ しろおあつらえ向 きで ,えた りか しこしとばかり

好 きなことVC打ちこんでいます｡ た NゞPLは computerVC強 く ,専門のプロ

グラマーが大勢お t)ますの至 ,その 1人に協力 し七もらって ,.日本 で手がけて

いたnormalmodeの loムaliEation の問題の研究 をこ ゝでも少 しおもむき

を変えて続けてV･､ますが ,日下主 としてMatsudaの islandization

methodの一般化 を考 えています｡ この方法が非常に ingeneousを方法であ

ることは自 (というのは徳田氏 自身の こと),他ともにみ とめていますが ,系の

対称性がわ るいときi{は弱い結果 L.か与えをいので ,より強い結果を与 える

白axonrHutnerの定理 を2,5次元束に対 してfDrmulate Lようというわ
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けです｡ 日下大海 の見通 しがついた と考えていますが .又例に よって早 まって

間違えると困 りますから ,結論 までVCは今 しば らく猶予 をいた ゞ(ことに した

いと思 います｡ ではお元気で.,

堀 淳 -
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三 宅 哲 (ill_in二Oig大学 )よ り棄工夫へ

P ThèMysteriousAlkali血生etals' gc っ い て

)
しばらくseminar も中だるみでしたが ,昨 日はOverhauser が現われて ,

だいぶ活気づきましたQ理解できたところをお伝え します｡題 は grhe

MysteriousAlkali朋etalsn｡

AlkalilMetalの実験がいろいろ行 覆われて単純 なBAetal と考え-られて

いたの托 ,様 々の anomaly が 見出された.,

1) Opticalanomaly

Aikalimetalの band は

nearly free eleetron セ理

解できると考え られる｡ Bril-

lotlin zone boundaryでの gap

は 0.4eV(NaかKか忘れた｡)

Fermi sqrface はまん丸 と考

えてよいQ (deBaas-V云n A

Alphen)Direct transition

の thresholdは t5eV gこ覆る

はず (EJ. ところがOp-tical

Absorption は ,0.deV に

sharp な thresi10ldをもつ

anomalous absorption があ


